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０
０
円
と
全
国
一
律
制
度
の

実
現
、
３
度
目
の
住
民
投
票

講演する妹尾さん

京橋駅での宣伝

天神橋筋商店街での宣伝
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学
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・
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う

学
び
・
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よ
う

定
期
大
会

定
期
大
会
で
の
で
の
発
言
発
言
か
ら
か
ら

研修・学習会などにご利用ください
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メッセージ

大会にメッセージを
寄せて頂いた個人・
団体を紹介します。
（順不同・敬称略）

島
村
代
議
員
（
福
保
労
）
職

場
で
「
本
音
ト
ー
ク
会
」
を

開
催
し
、
１
人
の
加
入
に
つ

な
が
っ
た
。
身
近
な
要
求
の

実
現
を
力
に
、
悩
み
を
共
有

し
、
正
規
・
非
正
規
の
分
断

を
越
え
て
要
求
の
前
進
に
と

り
く
む
。

村
田
代
議
員
（
化
学
一
般
）

女
性
が
少
な
い
職
場
が
多
い

が
、
研
究
職
な
ど
女
性
が
増

え
る
職
場
も
あ
る
。
こ
の

間
、
女
子
会
を
開
催
し
、
更

衣
室
な
ど
の
要
求
を
共
有
。

学
習
会
を
職
場
実
践
に
つ
な

げ
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
進
め
る
。

藤
田
代
議
員
（
大
私
教
）
年

度
末
に
20
人
の
先
生
が
退
職

し
、
78
歳
の
新
人
が
教
師
不

足
を
埋
め
る
な
ど
、
教
育
条

件
は
深
刻
で
あ
る
。
維
新
の

私
学
無
償
化
・
公
教
育
破
壊

の
実
態
を
知
ら
せ
る
。
仲
間

を
見
捨
て
ず
、
増
や
す
と
り

く
み
を
進
め
る
。

山
田
代
議
員
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
）
秋
闘
の
要
求
討
議
を
始

め
、
討
論
集
会
で
職
場
の
実

態
と
課
題
を
共
有
し
た
。
暑

さ
対
策
や
人
員
不
足
、
組
織

強
化
、
労
働
条
件
改
善
に
取

り
組
み
、
共
済
拡
大
を
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
る
。

橋
本
代
議
員
（
建
交
労
）
春

と
秋
に
各
２
回
の
集
中
行
動

や
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
な

ど
、
業
種
に
応
じ
た
組
織
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
労

働
相
談
の
解
決
や
職
場
の
た

た
か
い
を
通
じ
、
労
働
組
合

の
存
在
意
義
や
役
割
を
知
ら

せ
、
仲
間
を
増
し
て
い
く
。

長
谷
川
代
議
員
（
年
金
者
組

合
）
物
価
高
に
追
い
つ
か
な

い
年
金
改
定
で
、
増
額
さ
れ

て
も
保
険
料
引
き
上
げ
で
手

取
り
は
減
少
し
て
い
る
。
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度

の
確
立
へ
、
対
話
で
仲
間
を

増
や
し
、
組
織
を
大
き
く
し

て
政
治
を
変
え
る
と
り
く
み

を
進
め
る
。

2027年度大阪労連役員体制

退任されたみなさん

退任役員
副 議 長 永井　伸和さん
幹　　事 志摩　　毅さん
会計監査 竹島圭史郎さん
お疲れ様でした。

議長 福岡　泰治 医労連 再

副議長

北川美千代 大教組 再
小林　里美 福保労 再
坂田　俊之 自治労連 再
坂元　孝信 堺労連 再
松本　英児 生協労連 新

事務局長 嘉満　智子 大阪労連 再
事務局次長 鴻村　　博 自治労連 再
財政局長 海老原　新 化学一般 再

幹事

青山　一見 枚方労連 再
家串省三郎 岸和田労連 再
大神　栄一 郵政ユニオン 再
荻田  　智 建交労 再
大西  　進 JMITU 再
大瀨　友洋 医労連 再
城戸　和廣 八尾労連 再
児玉　光司 豊中労連 再
小寺　重光 年金者組合 再
小松　康則 自治労連 再
阪本　　仁 大阪国公 再
高谷　博久 生協労連 新
竹口　登美 全国一般 再
寺田　将士 福保労 再
長尾啓三郎 大教組 新
仁木　　将 自治労連 再

幹事

細川　智子 自治労連 再
丹羽野和夫 吹田労連 再
前村　和弘 建交労 再
庭和田裕之 自交総連 再
松島　照男 金融労連 再
三枝　花世 生協労連 再
箕作　勝則 城北労連 再
南山　　巌 松原労連 再
村井　毅史 大私教 再
山下　幸博 国労大阪 再
横山　　健 堺労連 再
米山　幸治 大教組 再

会計監査
宮風　耕治 大阪国公 新
山崎　　聡 大私教 再

特別幹事

久保田　稔 全港湾阪神支部 再
大河原　駿 全港湾築港支部 再
宮崎　　徹 大阪労連 再
吉岡　雅史 民放労連 再
丹野　　弘 大阪労連 新

　

高
市
首
相
は
「
１
年
を
め

ど
に
改
憲
発
議
を
行
え
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
公
言
し
、

憲
法
審
査
会
で
は
改
憲
条
文

案
の
検
討
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢

を
受
け
、
大
阪
労
連
は
、
全

労
連
か
ら
提
起
さ
れ
た
９
月

上
旬
の
改
憲
反
対
大
規
模
統

一
行
動
に
応
え
、
９
月
10
日

を
中
心
に
、
主
要
駅
頭
な
ど

で
改
憲
反
対
を
訴
え
る
大
規

模
統
一
行
動
を
計
画
し
ま
し

た
。

　

９
月
10
日
、
大
阪
労
連
は

天
神
橋
商
店
街
で
「
改
憲
反

対
」「
平
和
の
バ
ト
ン
を
未

来
の
子
ど
も
た
ち
へ
」
と
訴

え
、
宣
伝
に
と
り
く
み
ま
し

た
。
各
地
域
で
も
「
９
の

日
」
宣
伝
が
と
り
く
ま
れ

「
憲
法
守
れ
」
の
声
を
広
げ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
地
域
や
職
場

で
憲
法
９
条
改
悪
反
対
の
請

願
署
名
を
柱
に
、
憲
法
改
悪

反
対
の
運
動
の
輪
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
阪
労
連
は
８
月
31
日
、

連
続
学
習
会
第
２
回
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
～
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ

う
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

関
西
勤
労
協
の
妹せ

の

尾お

知と
も

則の
り

さ

ん
を
講
師
に
、「
そ
も
そ
も

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
は
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。

妹
尾
さ
ん
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
は
社
会
や
歴
史
の
中
で
形

成
さ
れ
た
性
別
に
関
す
る
役

割
や
人
間
関
係
で
あ
り
、

『
あ
る
べ
き
女
性
像
・
男
性

像
』
を
生
み
出
し
、
生
き
方

を
縛
る
こ
と
が
あ
る
」
と
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え

で
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と

は
、
差
別
や
固
定
観
念
を
な

く
し
、
誰
も
が
尊
厳
を
も
っ

て
生
き
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ

す
こ
と
だ
」
と
語
り
ま
し

た
。
ま
た
「
心
理
的
安
全
性

の
低
い
職
場
で
は
、
質
問
や

相
談
、
異
な
る
意
見
を
言
う

こ
と
も
難
し
く
な
る
。
男
性

優
位
社
会
が
求
め
る
男
性
像

も
見
直
し
、
す
べ
て
の
人
が

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ

う
、
職
場
の
あ
り
方
を
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
で
考
え
、
み

ん
な
で
平
等
な
社
会
を
実
現

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
改
め

て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
立
ち
位
置

や
平
等
を
学
べ
て
よ
か
っ

た
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

実
現
に
は
、
憲
法
の
理
念
が

大
事
だ
と
わ
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
阪
労
連
で
は
今
後
も
学

習
会
に
と
り
く
み
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
み
ん
な

で
学
び
、
考
え
、
共
有
し
な

が
ら
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

働
く
環
境
の
改
善
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

　９月２日、大阪労連は大阪府人事委員会に対し、
職員の労働・生活実態や関係労働組合の要求、労使
交渉の経過をふまえた勧告を行うよう要請しまし
た。さらに、人事委員会勧告が民間・中小企業の賃
上げの指標となるように、公務や民間組織の仲間と
要請しました。

大阪府人事委員会への要請行動大阪府人事委員会への要請行動

　９月２日、大阪労連民間部会は、第３弾となる
「カジノ反対大宣伝」にとりくみました。大阪府庁
前と大阪市役所前で「カジノはいらない」「３度目
の住民投票はやめよう」と訴えました。ビラを受け
取った方からは、「ほんまカジノはいらんわ」との
声も聞かれました。

第３弾　カジノ反対大宣伝第３弾　カジノ反対大宣伝

定
期
昇
給
を
勝
ち
取
っ
た
。

27
春
闘
で
の
賃
上
げ
・
均
等

待
遇
を
め
ざ
し
、
署
名
運
動

と
郵
政
民
営
化
後
の
あ
り
方

を
問
う
と
り
く
み
を
進
め

る
。

前
原
代
議
員
（
医
労
連
）
看

護
学
校
の
閉
校
が
相
次
ぎ
、

人
手
不
足
は
さ
ら
に
深
刻
。

公
定
価
格
を
引
き
上
げ
る
署

名
に
と
り
く
み
、
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
と
人
員
確
保

を
通
じ
て
、
地
域
医
療
・
介

護
を
守
る
運
動
を
進
め
る
。

山
本
代
議
員
（
生
協
労
連
）

生
協
労
連
は
、
５
０
８
人
の

仲
間
が
参
加
し
、
１
４
７
回

の
宣
伝
に
と
り
く
み
、
署
名

や
議
員
要
請
、
審
議
会
傍
聴

を
重
ね
た
。
最
低
賃
金
１
８

長
尾
代
議
員
（
大
教
組
）
府

立
高
校
32
校
の
廃
止
と
商
業

高
校
の
３
校
の
統
合
を
や
め

さ
せ
、
少
人
数
学
級
な
ど
行

浦
木
代
議
員
（
豊
中
労
連
）

と
西
本
代
議
員
（
門
真
労

連
）
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

労
働
争
議
へ
の
支
援
に
つ
い

て
。
川
端
代
議
員
（
東
大
阪

労
連
）、
春
崎
代
議
員
（
岸

和
田
労
連
）、
楠
美
代
議
員

（
西
淀
川
労
連
）
か
ら
は
、

平
和
・
憲
法
を
守
る
た
た
か

い
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し

き
届
い
た
教
育
と
地
域
の
学

校
を
守
る
た
め
、
集
会
や
署

名
に
力
を
合
わ
せ
て
と
り
く

む
。

た
。
ま
た
、
阿
野
代
議
員

（
女
性
部
）
か
ら
は
「
女
性

部
の
活
動
に
つ
い
て
」、
白

井
代
議
員
（
非
正
規
部
会
）

か
ら
は
「
第
28
回
パ
ー
ト
・

非
正
規
・
ヘ
ル
パ
ー
・
派
遣

労
働
者
の
つ
ど
い
へ
の
参
加

の
お
願
い
」
な
ど
の
発
言
が

続
き
ま
し
た
。

反
対
に
向
け
、
職
場
か
ら
声

を
上
げ
て
い
く
。

寺
内
代
議
員
（
自
治
労
連
）

「
誰
一
人
と
り
の
こ
さ
な

い
」
全
世
代
の
賃
上
げ
を
人

事
院
勧
告
で
引
き
出
し
た
こ

と
は
運
動
の
成
果
で
あ
る
。

物
価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ

と
病
院
で
働
く
仲
間
の
賃
上

げ
や
格
差
是
正
を
め
ざ
す
。

大
阪
都
構
想
を
許
さ
な
い
闘

い
を
進
め
る
。

濱
本
代
議
員
（
大
阪
国
公
）

組
合
員
の
声
を
基
に
要
求
を

ま
と
め
、
年
３
回
の
交
渉
で

中
高
年
層
の
賃
上
げ
を
昨
年

超
に
導
い
た
。
増
員
の
要
求

は
大
き
く
ブ
レ
ー
キ
が
か
け

ら
れ
て
い
る
。
対
話
を
重

ね
、
賃
金
・
人
員
の
改
善
を

め
ざ
す
。

小
田
代
議
員
（
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
）
26
春
闘
で
は
、
会
社
は

当
初
「
定
期
昇
給
は
無
理
」

と
の
回
答
だ
っ
た
が
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
背
景
に
た
た
か
い


